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名前を声に出さずに言う（呼称）④休み、の 4 ブロックより構成され、これを 4 回繰り返した。なお 1 ブ
ロックは30秒とし、1 サイクルの中では①から④のブロックをランダムに並べた。右手の書字では（1）絵
を見る、（2）絵の名前を思い浮かべる、（3）文字を思い浮かべ書こうとする、（4）右手を動かして文字を書
130
く、の 4 要素に分けられると考えられる。左手の書字の場合は（4）が（4'）左手を動かして文字を書く、に
なる。呼称のタスクでは（1）絵を見る、と（2）絵の名前を思い浮かべる、で構成される。右手の書字で賦
活される領域から呼称で賦活される領域を差し引いた領域は（3）と（4）に関係する領域であり、同様に左
手の書字で賦活される領域から呼称で賦活される領域を差し引いた領域は（3）と（4'）に関係する領域とな
る。したがって、（3）と（4）に関係する領域と（3）と（4'）に関係する領域の共通の領域は（3）の「文字を思い
浮かべ書こうとする」時に賦活される領域となる。
　「文字を思い浮かべ書こうとする」際に賦活されたのは、左上前頭回後端、左上頭頂小葉前部、左縁上
回前脚下部の3領域であった。左上前頭回後端と左上頭頂小葉前部はすべての被験者で賦活が認められ、
左縁上回前脚下部は被験者の60%で賦活されていた。右前頭葉や右頭頂間溝でも被験者の47%に賦活が見
られた。
　本研究の結果から、左前頭葉の書字中枢は左上前頭回後端に位置することが示された。また左頭頂間
溝における書字中枢が左上頭頂小葉前部に位置することが明らかとなった。左縁上回前脚下部は初めて
書字への関与が示された部位である。本研究のタスクである「かなの書字」は音素－書記素変換によるも
ので、左縁上回前脚下部は音素－書記素変換に関与する部位と考えられた。申請者の研究は、書字中枢
の局在を詳細に検討した優れた研究であると審査委員会で高く評価した。
　審査の過程において、審査委員会は次のような質問を行った。
1）これまで書字に関連するとされている左中前頭回後部と左頭頂間溝において機能に違いがあるのか
2）左手の失書は脳梁のどこが関連するのか
3）タスクには何種類の絵を使用したのか
4）書く作業を行っていることをどのように確認したのか
5）異なるタスクに対して共通に賦活された領域を検出する方法の妥当性について
6）検定で示されているZ-scoreは何と比較しているのか
7）賦活部位が統計的な有意差を持って検出されなかった5例で特徴はなかったか
8）右半球が賦活された対象者におけるエジンバラ利き手調査法の結果との関連について
9）左利きの人の書字中枢の局在について
10）本研究で認められた左上前頭回後端とエクスナーの領域とのずれに関して
11）書字に関する視床の役割について
12）聴覚刺激による書字中枢の研究について
13）呼称で賦活される領域から右手あるいは左手の書字で賦活される領域を差し引く解析を行った理由
について
　これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分に理解しており、博士（医学）の学位論
文にふさわしいと審査員全員一致で評価した。
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